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ふれあい情報 
 2015年 8月 21日（金） 第 214号 

定期総会決定の運動方針具体化へ 
 

2015年度 

第１回幹事会 
 

退
職
者
連
合
は
、
八
月
一
八
日
（
火
）
午
一

時
半
か
ら
連
合
本
部
三
階
会
議
室
で
役
員
三

二
名
が
出
席
し
て
二
○
一
五
年
度
第
一
回
幹

事
会
を
開
き
、
社
会
保
障
制
度
改
革
に
向
け

た
取
り
組
み
、
組
織
拡
大
、
機
構
改
革
、
男
女

平
等
参
画
な
ど
第
一
九
回
定
期
総
会
で
決
ま

っ
た
二
○
一
五
年
度
運
動
方
針
の
具
体
化
を

決
め
ま
し
た
。
と
く
に
運
動
の
支
え
と
な
る
財

政
基
盤
強
化
に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て
は
、
組

織
委
員
会
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
連
合
か
ら
倉
永
誠
史
局
長
が
出

席
。
連
合
の
主
要
な
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

2015全国高齢者集会第３回実行委員会 

 

方
針
の
具
体
化
は
初
め
て 

退
職
者
連
合
と
し
て
初
の
取
り
組
み
と
な
る

運
動
方
針
の
具
体
化
は
、「
こ
れ
ま
で
、
方
針
が

総
会
で
決
ま
っ
て
も
そ
れ
を
ど
う
具
体
的
に
運

動
に
し
て
い
く
の
か
、
が
な
か
っ
た
」（
菅
井
義

夫
事
務
局
長
）
こ
と
か
ら
。
な
お
具
体
化
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
連
合
Ｈ
Ｐ
の
「
資

料
コ
ー
ナ
ー
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

財
政
強
化
の
検
討
、
二
年
以
内
に
結
論 

運
動
の
基
盤
で
あ
る
財
政
強
化
の
検
討
で
は
、

組
織
委
員
会
が
担
当
し
、「
二
○
一
五
年
度
内
に

結
論
を
得
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
と
し
、
遅
く
と

も
二
○
一
七
年
の
第
二
一
回
定
期
総
会
ま
で
に

結
論
を
得
る
こ
と
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
専
門
委

員
会
の
設
置
で
は
従
来
通
り
年
金
、
医
療
・
福
祉
、

組
織
、
男
女
平
等
参
画
の
四
委
員
会
を
き
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
役
員
推
せ
ん
委
員
会
も
設
置
し
ま
し

た
。 悪

質
商
法
追
放
運
動
へ
の
参
加
決
定 

こ
の
日
の
幹
事
会
で
は
、
日
弁
連
（
日
本
弁
護

士
連
合
会
）
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
た
悪
質
商
法
追

放
の
取
り
組
み
の
一
環
で
あ
る
「
ス
ト
ッ
プ
！
迷

惑
勧
誘
運
動
」
の
賛
同
団
体
参
加
に
つ
い
て
承
認

し
ま
し
た
。
消
費
者
庁
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
訪
問

販
売
等
の
苦
情
相
談
件
数
は
五
年
前
の
二
倍
に

な
っ
て
い
ま
す
。
苦
情
相
談
の
内
容
は
、
新
聞
、

工
事
・
建
築
、
ふ
と
ん
類
な
ど
の
訪
問
販
売
、
電

話
勧
誘
販
売
で
、
特
に
高
齢
者
の
被
害
が
増
加
し

て
い
ま
す
。 

  
    

幹
事
会
に
続
い
て
開
か
れ
た
実

行
委
員
会
で
は
、
全
国
高
齢
者
集
会

次
第
、
ア
ピ
ー
ル(

案)

や
実
施
要
領

な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
集
会
当

日
は
、
延
長
国
会
後
半
の
最
終
盤
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
デ
モ
行
進
は
銀

座
コ
ー
ス
か
ら
国
会
請
願
に
切
り

替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

な
お
翌
一
六
日
に
は
、
地
方
代
表

者
会
議
を
都
内
の
「
ホ
テ
ル 

ル
ポ

ー
ル
麹
町
」
で
開
催
し
ま
す
。 

 

財
政
基
盤
強
化
の
検
討
は
組
織
委
で 

 
 

▲幹事会であいさつする阿部保吉会長（中央）。18日、連合本部 

実施内容が固まる 

連
合
、
中
央
労
福
協
、
労
金
協
会
、
全
労

済
の
各
代
表
（正
面
、
左
か
ら
四
名
）が
参

加
し
た
第
３
回
実
行
委
。 
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

社民党への要請 

退職者連合の阿部保吉会長

は、第 19回定期総会で決定した

2015 年度社会保障制度等に関

する要求について、8 月 17 日

（月）、午後 5 時から社民党本部

で吉田忠智党首に会い、実現に

向けた支援を要請ました。社民

党からは福島瑞穂副党首、政策

担当者らが出席。退職者連合か

らは菅井義夫事務局長、野田那

智子・林道寛両副事務局長、太

田敏夫幹事（年金専門委員長）、

川端邦彦幹事（医療・福祉専門

委員長）が出席しました。 

要請を受けて吉田党首は「ほ

とんど社民党と共通している。実

現へ頑張りたい」と応じました。 

「2015年度社会保障制度等に関する要求」等 
 

厚労省への要請 

 「
二
○
一
五
年
度
社
会
保
障
制
度
等
に
関
す
る

要
求
」、「
低
所
得
高
齢
単
身
女
性
問
題
に
か
か
る

政
策
・
制
度
要
求
」
に
つ
い
て
八
月
五
日
、
厚
生

労
働
省
に
要
請
す
る
と
と
も
に
出
席
し
た
同
省

の
各
局
・
課
の
実
務
担
当
官
ク
ラ
ス
二
六
名
と
退

職
者
連
合
の
要
求
内
容
の
各
項
目
に
わ
た
っ
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。
申
し
入
れ
内
容
に
つ
い
て

は
、
七
月
二
一
日
午
後
、
厚
労
省
の
宮
野
甚

一
総
括
審
議
官
に
要
請
済
み
。
午
後
二
時
か

ら1

時
間
行
わ
れ
た
こ
の
意
見
交
換
に
は
、

退
職
者
連
合
の
菅
井
義
夫
事
務
局
長
、
野
田

那
智
子
副
事
務
局
長
、
年
金
専
門
委
員
長
の

太
田
敏
夫
常
任
幹
事
、
医
療
・
福
祉
専
門
委

員
長
の
川
端
邦
彦
常
任
幹
事
、
男
女
平
等
参

画
委
員
会
副
委
員
長
の
熊
崎
清
子
幹
事
ま

た
連
合
本
部
か
ら
も
倉
永
誠
史
組
織
拡

大
・
組
織
対
策
局
長
、
林
俊
孝
同
部
長
が
参

加
し
ま
し
た
。 

会
場
と
な
っ
た
厚
労
省
一
階
に
あ
る
共

用
四
、
五
会
議
室
が
、
退
職
者
連
合
要
請
団

や
各
局
担
当
官
で
あ
ふ
れ
る
中
（
写
真
）、

初
め
に
菅
井
事
務
局
長
が
、
塩
崎
厚
生
労
働

大
臣
宛
の
要
請
書
を
政
策
統
括
官
付
労
使

関
係
担
当
参
事
官
室
の
辻
政
司
室
長
補
佐

に
手
渡
し
ま
し
た
。
な
お
、
厚
労
省
の
回
答

は
「
二
○
一
五 

結
論
と
動
向
」
に
ま
と
め

ま
す
。 

 

▲写真上は、26 名の担当官らと

意見交換する退職者連合の要

請団。写真下は、辻室長補佐に

要請書を手渡す菅井事務局長。

（8月5日、霞ヶ関・厚労省） 

▲吉田党首（中央）に要請書を手渡す阿部会長（右から 3 人目）。右から川端氏、菅井事務局長。

左から太田氏、野田氏、福島副党首。（8月17日、社民党本部） 

社
民
党
、
厚
労
省
で
中
央
段
階
で
の
要
請
終
了
。
今
後
は
地
方
の
取
り
組
み
へ 

若手の各局担当官と意見交換 


